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全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム 

（Ｊ
‐Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）の
一
時
運
用
停
止 

  

小
笠
原
村
で
は
、
平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら
「
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）」
の
運

用
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で 

 

は
、
津
波
警
報
や
地
震
情
報
を
防
災
行
政
無
線
か
ら

自
動
で
放
送
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年 

度
、
消
防
庁
に
よ
る
全
国
一
斉
整
備
お
よ
び
シ
ス
テ

ム
の
高
度
化
を
実
施
し
、
12
月
21
日
（火
）に
新
シ

ス
テ
ム
に
切
り
替
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
小
笠
原
村
を
は
じ
め
、
す
で
に
シ
ス
テ

ム
の
運
用
を
行
っ
て
い
る
一
部
の
自
治
体
で
は
、
消

防
庁
か
ら
提
示
さ
れ
た
新
シ
ス
テ
ム
の
移
行
日 

 

に
、
シ
ス
テ
ム
の
改
修
が
間
に
合
わ
ず
、
一
時
的
に

シ
ス
テ
ム
の
運
用
が
で
き
な
い
期
間
が
生
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

 

小
笠
原
村
の
新
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始
は
、
平
成
23

年
１
月
中
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の

約
１
か
月
間
、
シ
ス
テ
ム
は
、
一
時
運
用
停
止
と
な

り
、
「
津
波
予
報
」「
緊
急
地
震
速
報
」
「
震
度
速
報
」

等
の
防
災
行
政
無
線
か
ら
の
自
動
で
の
放
送
は
、
行

わ
れ
ま
せ
ん
。 

 

一
時
運
用
停
止
期
間
の
「
津
波
警
報
」「
大
津
波
警

報
」
発
表
時
に
は
、
職
員
に
よ
り
防
災
行
政
無
線
で

情
報
伝
達
を
行
い
ま
す
が
、「
緊
急
地
震
速
報
」
の
情

報
伝
達
は
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
津
波

発
生
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
海
岸
付
近
に
は

近
づ
か
ず
、
高
台
に
避
難
す
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。 

「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ｄ
ｏ
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
（エ

リ
ア
メ
ー
ル
）」
「
ａ
ｕ
（緊
急
地
震
速
報
）」
で
も
受

信
が
で
き
ま
す
の
で
、
設
定
方
法
を
ご
確
認
の
う 

え
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

  

テ
レ
ビ
放
送
説
明
会
の
開
催 

  

現
在
、
村
内
の
テ
レ
ビ
放
送
は
、
地
上
波
デ
ジ
タ

ル
放
送
へ
の
完
全
移
行
前
の
段
階
に
あ
り
、
地
デ
ジ

難
視
対
策
衛
星
放
送
を
利
用
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
が
敷
設
さ
れ
る
平
成
23
年
７
月

（予
定
）以
降
は
、
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
完
全
移

行
す
る
予
定
で
す
。 

 

こ
の
た
び
、
今
後
の
テ
レ
ビ
放
送
に
つ
い
て
、
事

業
者
で
あ
る
村
が
、
村
民
の
皆
様
に
よ
り
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
村

民
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

【
内
容
】 

 

○
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 

○
テ
レ
ビ
視
聴
料
金
に
つ
い
て 

 

○
村
民
の
皆
様
に
お
願
い
し
た
い
こ
と 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
18
日
（土
）午
後
７
時
〜 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
20
日
（月
）午
後
７
時
〜 

 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
１
１
１ 

 

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て 

 

村
内
の
各
世
帯
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｐ
告
知
端

末
に
つ
い
て
、
電
源
を
入
れ
ず
に
置
い
て
い
る
例
が

一
部
で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

常
時
電
源
を
入
れ
て
い
な
い
と
、
緊
急
時
の
防
災

無
線
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
り
、
故
障
の
原
因
に
な
り

ま
す
の
で
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
等
の
電
源
は
常
時
入
れ

て
お
く
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
は
大
切
な
村
の
資
産
で
す

の
で
、
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

引
越
等
の
際
は
自
分
で
取
外
し
た
り
せ
ず
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

※
次
の
機
器
に
は
、
必
ず
電
源
を
入
れ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
（電
気
代
は
年
間
１
５
０
円
程
度
で
す
。
） 

      

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
１
１
１ 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス 

お
よ
び
テ
レ
ビ
放
送
の
一
時
休
止 

  

情
報
セ
ン
タ
ー
の
光
ケ
ー
ブ
ル
接
続
替
え
作
業
並

び
に
、
電
気
工
作
物
法
定
年
次
点
検
お
よ
び
Ｊ
‐
Ｓ

Ａ
Ｔ
衛
星
通
信
基
地
局
の
定
期
点
検
作
業
の
た 

 

め
、
次
の
日
時
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ

ス
お
よ
び
、
テ
レ
ビ
放
送
を
一
時
休
止
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
の
休
止 

 

【
休
止
日
時
】 

 

○
12
月
20
日
（月
） 

 
 

①
午
前
０
時
〜
６
時 

（こ
の
間
、
持
続
的
に
休
止
し
ま
す
。
） 

※
①
の
み
予
備
日
を
12
月
21
日
（火
）
に
な

り
ま
す
。
） 

 
 

②
午
前
６
時
〜
７
時
30
分 

 
 
 

（こ
の
間
の
数
分
間
休
止
し
ま
す
。
） 

 

◎
テ
レ
ビ
放
送
の
休
止 

 

【
休
止
日
時
】 

 

○
12
月
６
日
（月
）午
前
０
時
〜
６
時 

 
 

（こ
の
間
の
数
分
間
画
像
が
乱
れ
ま
す
。
） 

 

○
12
月
20
日
（月
）午
前
６
時
〜
７
時
30
分 

 
 

（こ
の
間
の
数
分
間
休
止
し
ま
す
。
） 

 

村
民
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す 

 

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
１
１
１ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 
 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

11/26現在 

父島 

100/100 

母島 

100/100 

 

10月気象状況   （父島） 

最高気温   31.1℃ 

最低気温   23.3℃ 

平均気温   27.2℃ 

平均湿度   82％ 

月降水量  138.0mm 

住民基本台帳登録者数（11/1）  
 

 

             2,476人 
 

 

             父島      母島   
 
 

  人口      2,014人   462人 
 

 

 

  世帯      1,102    245 

ＮＯ．５７７ 

平成 22 年(2010) 

１２/１(水) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり 
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※公営企業会計の職員給与費は含まれてい

ません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

村職員給与の状況 

※一般行政職とは、総務省による地方公務員給与実態調査によって区分される、税務
職、医師職、看護・保健職、福祉職、企業職、技能労務職のいずれにも該当しない職員

をさします。 

４． 職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況  

（平成 22 年 4 月 1 日） 

区分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

一般行政 294,800 円 389,600 円 39.8 歳 

 
※給与は給料に扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当等の月額を加算したものです。 

５．期末・勤勉手当の状況 (平成 22 年度） 

区分 小笠原村 国 

６月期 
期末 1.25 月 期末  1.25 月 

勤勉  0.7 月 勤勉 0.7 月 

１２月期 
期末  1.35 月 期末  1.35 月 

勤勉 0.65 月 勤勉 0.65 月 

３月期 ― ― 

合計 3.95 月 3.95 月 

 

※１ 通勤のために交通機関等の利用を常例とすること、徒歩により通勤するものとした場

合の通勤距離が片道２km 以上であること。 

※２ 通勤のために自動車等の利用を常例とすること、徒歩により通勤するものとした場合
の通勤距離が片道２km 以上であること。 

※その他 管理職手当、単身赴任手当 

９．その他の手当②（担当業務及び勤務実績に応じて支給されるもの）の状況   

手当名 区分 支給額 

特殊勤務手当 
（著しく危険、不快、不健康、困

難な勤務、その他著しく特殊な
勤務に従事したときに支給され

る手当） 

税務職員特別手当 月額３，０００円 

保育業務従事手当 月額１２，０００円 

診療所勤務手当 月額５，０００円 

看護業務従事手当 

拘束時間 16 時間 15 分         

以下４，０００円／回 

超  ８，０００円／回 

放射線業務手当 ２８０円／日 

夜間緊急登院手当 ７００円／回 

浄水場運転手当 ８００円／日 

超過勤務手当 
（正規の勤務時間を越えて勤務

した時に支給される手当） 

１人当たり平均支給月額７７，６００円 

（平成 21 年度実績） 

管理職特別勤務手当 
管理職１人当たり平均支給月額３２，０００円 

（平成 21 年度実績） 

 

６． 特別職の給料・報酬および期末手当の状況  （平成 22 年度） 

区分 給料・報酬の月額  （単位：円） 期末手当支給割合 

村長 

給料 

650,000    ６月期 1.45 月 

副村長 580,000 １２月期 1.5 月 

教育長 550,000    ３月期 － 

議長 

報酬 

240,000    ６月期 1.45 月 

副議長 195,000 １２月期 1.5 月 

議員 176,000    ３月期 － 

 

※人件費には、特別職に支給される給料

報酬等が含まれています。 

１０． 退職手当の状況 

区分 
普通退職 定年退職 

（月分） （月分） 

支
給
率 

連続 20 年 24.25  33.50  

連続 25 年 32.50  43.50  

連続 35 年 49.75  59.20  

最高限度 59.20  59.20  

加算措置 定年退職の場合、調整金が加算されます。 

退職時の特別昇給 なし 

 

３．職員の初任給（給料）の状況 （平成 22 年 4 月 1 日） （単位：円） 

区分 
小笠原村 国 

初任給 採用２年後 初任給 採用後２年 

一般行政 
大学卒 172,200 182,400 172,200 182,400 

高校卒 140,100 147,200 140,100 147,200 

 

８．その他の手当①（毎月決まって支給されるもの）の状況   
※再任用職員に手当は支給されません。 

手当 区分 小笠原村 国 

扶養 

手当 

配偶者 １３，０００円 １３，０００円 

配偶者以外の扶養親族２人まで １人当たり６，０００円 １人当たり６，０００円 

その他の扶養親族 １人当たり５，０００円 １人当たり５，０００円 

住宅
手当 

賃貸住宅 
支給限度額 
２７，０００円 

支給限度額 
 ２７，０００円 

通勤

手当 

交通機関利用者 

（※1） 

原則６か月定期券額を支給 

１か月あたりの支給額限度 

３０，０００円 

原則６か月定期券額を支給 

１か月あたりの支給額限度 

５５，０００円 

自動車等の利用者 

（※2） 
通勤距離に応じて 

原則１か月分を一括支給 

通勤距離に応じて 

原則１か月分を一括支給 

 

１１． 定員の状況 （平成 22 年 4 月 1 日） 

区分 職員数 対前年増減数 
主な増減理由 

部門 平成 21 年 平成 22 年 平成 21 年 平成22年 

普通会計 

議会 2 2 0 0   

総務 27 

 

28 

 
2 1  

 

税務 3 3 0 0  

民生 21 17 1 △4   

衛生 17 16 4 △1  

農林水産 0 2 0 2   

商工 6 4 0 △2  

土木 7 10 0 3   

教育 4 4 △1 0   

小計 87 86 6 △1   

公営企業等 

会計 

水道 4 4 1 0   

その他 2 3 0 1   

小計 6 7 1 1   

合計 93 93 7 7   

 

職員の給与は、村会議の審議を経て、条例で決められています。 
村民の皆さんにご理解いただく参考として職員給与などのあらましをお知らせします。 

●問合せ先 総務課総務係  ２―３１１１ 

※その他 火葬場運転手当、特殊作業手当、宿日直手当 

１．人件費の状況 

 （平成 21 年度普通会計決算） 

歳出額 

5,060,423 
（千円） 

人件費 

724,779（千円） 
（14.32％） 

２．職員給与費の状況 

 （平成 21 年度普通会計決算） 

職員手当 

106,397（千円） 

期末勤勉手当 

104,684（千円） 

給料 

280,299 

（千円） 

計（千円） 
491,380 

職員数 83 人 

一人当たり給与費 

5,920（千円） 

７．一般行政職員の級別状況（平成 22 年 4 月 1 日） 

 主事（12人）19.68％ 

 《前年》9 人（14.75％） 

 係長（19人）31.14.％ 

 《前年》18 人（29.51％） 

  課長（14人）22.95％ 

 《前年》14 人（22.95％） 

 

課長補佐（8人）13.11％ 

 《前年》7 人（11.48％） 

主任（8人）13.12％ 

《前年》13人（21.31％） 
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行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
時
】
12
月
14
日
（火
）午
後
７
時
〜
９
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】
山
田 

捷
夫 

 

《
住 

  

所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

 

《
連
絡
先
》 

０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
２
―
３
１
１
３ 

 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
期
限 

 

平
成
22
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
普
通

徴
収
第
３
期
納
期
限
は
、
12
月
27
日
（月
）で
す
。

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

対
象
者
は
７
月
に
お
送
り
し
た
納
入
通
知
書
で

「
普
通
徴
収
」
の
欄
に
保
険
料
の
期
割
額
の
記
載
が

あ
り
、
普
通
徴
収
第
３
期
の
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て

い
た
方
で
す
。 

な
お
、
普
通
徴
収
で
も
、
指
定
口
座
か
ら
の
自
動

払
い
込
み
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ
て
い
る
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
納
付
書
は
発
行
し
て
い
ま
せ
ん
。
納

入
通
知
書
の
「
普
通
徴
収
」
の
欄
の
保
険
料
の
期
割

額
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
引
落
し
予
定
日
の
平
成
23

年
１
月
４
日
（火
）の
口
座
の
残
高
不
足
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
保
険
料
の
納
付
方
法
が
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
の
方
は
、
12
月
支
給
の
年
金
よ
り
天
引
き
さ
れ

ま
す
。
徴
収
額
等
は
納
入
通
知
書
の
「
特
別
徴
収
」

の
欄
の
期
割
保
険
料
額
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

医
療
助
成
（
○親
）の
医
療
証
の
更
新 

 

○親
（
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
助
成
）
の
医
療
証 

は
、
要
件
該
当
期
間
中
の
毎
年
１
月
１
日
に
更
新
さ

れ
ま
す
。 

【
更
新
方
法
】 

① 

現
在
の
当
該
医
療
助
成
制
度
の
対
象
者
（資

格
者
）に
制
度
・
更
新
の
案
内
、
申
請
書
（現
況

届
）を
、
11
月
中
旬
に
発
送
し
て
お
り
ま
す
。 

② 

12
月
16
日
（木
）ま
で
に
、
①
の
申
請
書
と

次
の
添
付
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

（ア
）健
康
保
険
証
の
写
し 

（イ
）市
区
町
村
発
行
の
課
税
証
明
（平
成
22
年 

度
課
税
分
）
な
ど
、
申
請
者
の
所
得
金 

額
・
扶
養
者
数
・
市
区
町
村
民
税
の
課
税

状
況
の
わ
か
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で

す
。 ま

た
、
生
計
を
同
一
に
す
る
扶
養
義
務 

者
、
若
し
く
は
扶
養
す
る
児
童
等
に
所
得

が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
方
の
課
税
証
明

書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
平
成
21
年
中
の

所
得
が
確
認
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。 

③ 

②
の
提
出
が
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
、
資
格
該

当
審
査
・
区
分
判
定
を
行
い
、
現
在
の
医
療
証

の
有
効
期
限
が
切
れ
る
前
ま
で
に
新
し
い
医

療
証
を
送
付
い
た
し
ま
す
。 

 

※ 

②
（ア
）は
、
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
、
特
に

前
回
の
申
請
か
ら
加
入
す
る
健
康
保
険
が
変
わ
っ

た
方
は
、
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

※ 

②
（イ
）の
村
で
発
行
す
る
課
税
証
明
書
は
手
数

料
無
料
。
税
務
係
窓
口
・
母
島
支
所
窓
口
に 

 
 

て
、「
医
療
助
成
申
請
の
た
め
」
と
お
申
し
付
け
下

さ
い
。 

 
 

な
お
、
平
成
22
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方
な
ど
は
、
前
住
所
地
の
役
所
で
交
付
し
て
も

ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
早
目
の
ご
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 

※ 

医
療
助
成
制
度
、
そ
の
他
の
医
療
給
付
の
優
先

順
位
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
特
に

○子
助
成
と

○親
助
成
と
の
優
先
順
位
（
更
新
時
期
が
異
な
る

た
め
、
数
か
月
単
位
で
の
変
更
・
更
新
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
）
が
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
】 

 

《

○乳
と

○親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
》 

 
 
 

○乳
が
優
先
し
ま
す
。 

 

《

○子
と

○親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
》 

 
 

○
住
民
税
非
課
税
の
場
合 

 
 
 
 

○親
が
優
先 

 
 

○
住
民
税
課
税
の
場
合 

 
 
 
 

○子
が
優
先 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

年
末
年
始
の
南
島
入
島
可
能
期
間 

  

南
島
の
植
生
回
復
の
た
め
に
、
現
在
、
入
島
禁
止

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
年
末
年
始
に
入
島
期
間
を
設

定
い
た
し
ま
す
。 

【
入
島
可
能
期
間
】 

12
月
29
日
（水
）〜
平
成
23
年
１
月
３
日
（月
） 

※
入
島
禁
止
期
間
は
平
成
23
年
２
月
５
日
（土
） 

ま
で
で
す
。 

【
利
用
条
件
】 

○ 

観
光
客
等
を
案
内
す
る
場
合
は
、
ガ
イ
ド
の

同
伴
な
ど
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
を
遵
守
し

て
く
だ
さ
い
。 

○ 

村
民
利
用
の
場
合
は
ガ
イ
ド
の
同
伴
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
村
役
場
へ
の
入
島
手
続
き

や
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
で
実
施
し

て
い
る
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
利
用
講
習

を
修
了
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
と
同
様
の
条

件
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
役
場
産
業
観
光
課 

 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

   

固
定
資
産
税
の
納
付
期
限 

 

平
成
22
年
度
固
定
資
産
税
第
３
期
の
納
付
期
限

は
、
12
月
27
日
（月
）で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

口
座
か
ら
の
自
動
払
い
込
み
を
申
し
込
ま
れ
て
い

る
方
は
、
引
き
落
と
し
予
定
日
の
平
成
23
年
１
月
４

日
（火
）の
口
座
の
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

年
末
年
始
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実
施 

  

今
年
も
父
島
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
二
見
港

に
隣
接
す
る
ガ
ジ
ュ
マ
ル
を
使
っ
て
実
施
し
ま
す
。 

 

ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始
シ
ー
ズ
ン
の
街
に
彩
り

を
添
え
、
賑
わ
い
を
演
出
し
ま
す
の
で
、
皆
様
で
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。 

【
点
灯
期
間
】 

12
月
４
日
（土
）
〜
平
成
23
年
１
月
16
日
（日
） 

午
後
５
時
〜
10
時 

 

※
12
月
24
日
（金
）
、
25
日
（
土
）
、
31
日
（
金
）

は
翌
朝
ま
で 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
年
末
年
始
の
運
行 

  

村
営
バ
ス
は
、
12
月
29
日
（水
）か
ら
平
成
23
年

１
月
３
日
（月
）の
間
、
次
の
と
お
り
運
行
し
ま
す
。 

【
休
日
ダ
イ
ヤ
】 

12
月
29
日
（水
）、
30
日
（木
）、  

１
月
３
日
（月
） 

【
臨
時
ダ
イ
ヤ
】 

 
 

12
月
31
日
（金
）〜
平
成
23
年
１
月
２
日
（日
）

 

※
臨
時
ダ
イ
ヤ
は
各
停
留
所
に
年
末
に
掲
示
い
た
し

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 
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今
年
最
後
の
粗
大
ご
み
回
収
日
（父
島
） 

 【
回
収
日
】
12
月
８
日
（水
） 

粗
大
ご
み
は
、
毎
月
第
２
水
曜
日
に
回
収
し
て
い

ま
す
。 

 

ご
み
の
出
し
方
で
迷
っ
た
と
き
は
、
「
ご
み
の
分

け
方
・
出
し
方 

父
島
版
」
を
ご
覧
に
な
る
か
、
建

設
水
道
課
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

 

な
お
、
年
内
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込

み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
28
日(
火)

ま
で
に

必
ず
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

第
39
回
小
笠
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会 

 

【
日
時
】
平
成
23
年
１
月
16
日
（日
）午
前
９
時
〜 

 
 

《
受
付
時
間
》
午
前
８
時
30
分
〜
８
時
45
分 

 
 
 

※
荒
天
順
延 

予
備
日
１
月
23
日
（日
） 

【
場
所
】
奥
村
運
動
場
〜
東
町
・
西
町 

【
部
門
】 

 

《
個
人
》 

            

    

《
団
体
》 

○
男
子 

同
一
チ
ー
ム
の
６
㎞
走
者
上
位
５

名
の
合
計
タ
イ
ム 

○
女
子 

同
一
チ
ー
ム
の
４
㎞
走
者
上
位
５

名
の
合
計
タ
イ
ム 

【
申
込
期
間
】 

 
 

12
月
６
日
（月
）〜
平
成
23
年
１
月
７
日
（金
） 

【
申
込
用
紙
・
大
会
要
領
配
布
場
所
】 

 
 

12
月
６
日
（月
）
よ
り
教
育
委
員
会
に
て
配
布

し
ま
す
。 

【
申
込
方
法
】 

 
 

一
般
参
加
者
（児
童
生
徒
以
外
）は
、
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
教
育
委
員
会
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
そ
の
他
】 

○
車
道
で
の
練
習
は
大
変
危
険
で
す
の
で
絶
対
に

お
や
め
く
だ
さ
い
。 

○
中
止
の
場
合
、
当
日
の
午
前
８
時
ご
ろ
に
防
災

無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

○
大
会
当
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
ご
ろ
（
競
技
終

了
）
ま
で
、
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。
村
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
走
者
へ
の
応
援
も
お
願
い
し
ま
す
。 

【
ス
タ
ー
ト
時
間
】 

 

○
１
部
ス
タ
ー
ト 

午
前
９
時
30
分
予
定 

○
２
部
ス
タ
ー
ト 

午
前
10
時
15
分
予
定 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

寄
席
芸
能
小
笠
原
公
演 

 

寄
席
芸
能
小
笠
原
公
演
を
開
催
し
ま
す
。 

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
18
日
（土
） 

 
 
 

開
場 

午
後
６
時 

 
 
 

開
演 

午
後
６
時
30
分 

《
会
場
》
母
島
小
中
学
校
体
育
館 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
20
日
（月
） 

 
 
 

開
場 

午
後
６
時 

 
 
 

開
演 

午
後
６
時
30
分 

《
会
場
》
小
笠
原
小
中
学
校
体
育
館 

【
出
演
】 

 
 

落 

語 

三
笑
亭 

可
女
次 

 
 

奇 

術 

ダ
ー
ク 

広
和 

 
 

落 

語 

橘
家 

蔵
之
助 

 
 

曲 

芸 

ボ
ン
ボ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
ス 

 
 

落 

語 

桂 

南
な
ん 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

ロ
ー
ス
記
念
館
休
館 

  

ロ
ー
ス
記
念
館
は
屋
根
葺
き
替
え
工
事
に
伴
い
１

月
31
日
（月
）ま
で
休
館
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

日
本
赤
十
字
社
災
害
救
援
用 

資
材
配
備
の
報
告
と
お
礼 

  

日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部
か
ら
、
小
笠
原
分
区

（村
）に
対
し
て
活
動
用
の
軽
自
動
車
が
配
備
と
な
り

ま
し
た
。 

 
診
療
所
に
配
属
さ
れ
、
災
害
救
援
や
医
療
業
務
等

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

ご
報
告
方
々
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

   

村
役
場
人
事
異
動 

 

【
課
長
級
】 

出
納
課
長 

 
 

菊
池 

元
弘 

《
財
政
課
副
参
事
（税
務
係
長
事
務
取
扱
）》 

【
係
長
級
】 

財
政
課
係
長 

 
 

大
津 

源
《
財
政
課
税
務
係
主
査
》 

【
採
用
】 

財
政
課
付 

 
 

奥
原 

茂 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
10
月
16
日
〜
11
月
１
日 

 

○
離
島
航
路
改
善
検
討
委
員
会
出
席 

 

○
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
理
事
会
出
席 

 

○
東
京
都
町
村
会
町
村
長
会
議
出
席 

 

○
東
京
都
町
村
会
優
良
町
村
視
察 

等 
 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

     

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
12
月
の
「母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
12
月
20
日
（月
）午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

２部 １部 

種
別 

一
般
男
子
の
部 

高
校
生
男
子
の
部 

中
学
生
男
子
の
部 

低
学
年
（男
女
）の
部 

一
般
男
子
の
部 

一
般
女
子
の
部 

高
校
生
女
子
の
部 

中
学
生
女
子
の
部 

高
学
年
（男
女
）の
部 

６ 
km 

６ 
km 

６ 
km 

２ 
km 

４ 
km 

４ 
km 

４ 
km 

４ 
km 

４ 
km 

距
離 

一
般
男
子 

高
校
生
男
子 

中
学
生
男
子 

小
学
生
低
学
年 

一
般
男
子 

一
般
女
子 

高
校
生
女
子 

中
学
生
女
子 

小
学
生
高
学
年 

参
加
資
格 

 

12
月
１
日
付 

《 

》
内
は
旧
所
属 
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森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

 
 

 
 

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

  

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

 

父
島
に
お
い
て
は
、
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
12
月
17
日
（金
）午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】 

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
18
歳

以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証

な
ど
） 

※
年
間
入
林
申
請
（年
間
パ
ス
）お
よ
び
講
習
修
了
証

の
有
効
期
間
を
ご
確
認
下
さ
い
。
期
間
終
了
後
も

引
き
続
き
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
再

申
請
ま
た
は
更
新
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

海
上
保
安
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
海
の
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
結
果 

  

「
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
」
「
灯
台
の
あ
る
風
景
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
父
島
・
母
島
の
小
中
学
校
児
童

生
徒
を
対
象
に
小
笠
原
海
上
保
安
署
「
海
の
図
画
コ

ン
ク
ー
ル
」
作
品
を
募
集
し
た
結
果
、
次
の
８
名
が

署
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

【
小
笠
原
小
学
校
】 

 

《
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
》 

 
 

○
低
学
年
の
部 

髙
田 

真
帆
さ
ん 

 
 

○
高
学
年
の
部 

髙
田 

悠
平
さ
ん 

 

《
灯
台
の
あ
る
風
景
》 

 
 

○
低
学
年
の
部 

森
岡 

未
紗
さ
ん 

 
 

○
高
学
年
の
部 

宮
川 

栄
南
美
さ
ん 

【
小
笠
原
中
学
校
】 

 

《
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
の
部
》 

 
 

○
梅
原 

み
づ
き
さ
ん 

 

《
灯
台
の
あ
る
風
景
の
部
》 

 
 

○
登
地 

桃
子
さ
ん 

【
母
島
小
学
校
】 

 

《
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
》 

 
 

○
高
学
年
の
部 

田
代 

貴
大
さ
ん 

 

《
灯
台
の
あ
る
風
景
》 

 
 

○
高
学
年
の
部 

高
橋 

ひ
か
る
さ
ん 

 

◎
年
末
年
始
特
別
警
戒
お
よ
び
安
全
指
導
の
実
施 

  
12
月
10
日
（
金
）
か
ら
平
成
23
年
１
月
10

日

（月
）の
間
、
年
末
年
始
特
別
警
戒
お
よ
び
安
全
指
導

を
実
施
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
海
上
保
安
署 

 
 
 

２
―
７
１
１
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番 

 

 

父
島
に
お
け
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
説
明
会 
  

環
境
省
お
よ
び
東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復

を
図
る
た
め
、
銃
器
等
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

 

実
施
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後

の
予
定
を
説
明
し
ま
す
。 

【
日
時
】
12
月
17
日
（金
）午
後
７
時
か
ら 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 

南
島
の
自
然
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
会 

  

東
京
都
で
は
、
南
島
の
自
然
環
境
を
把
握
す
る
た

め
、
継
続
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
、
調
査
実
施
団
体
で
あ
る
日
本
自

然
保
護
協
会
に
よ
る
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
の 

 

で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
12
月
８
日
（水
）午
後
７
時
か
ら 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 

二
見
港
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査 

  

支
庁
港
湾
課
で
は
、
二
見
港
に
て
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
調
査
期
間
中

は
、
安
全
確
保
の
た
め
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。 

【
場
所
】
二
見
港
青
灯
台
周
辺 

【
期
間
】 

 
 

12
月
中
旬
〜
平
成
23
年
２
月
24
日
（予
定
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課 

 
 
 

２
―
２
０
１
５ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

  
12
月
の
開
館
日
は
、
12

月
21

日
（
火
）
ま
で 

 
は
、
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
か
ら
出
港
日
ま
で
、
通

常
開
館
い
た
し
ま
す
。
お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
中
は
閉

館
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

12
月
24
日
（金
）〜
平
成
23
年
１
月
15
日
（
土
）

ま
で
は
、
毎
日
開
館
い
た
し
ま
す
。 

【
時
間
】
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で 

※
年
末
年
始
の
イ
ベ
ン
ト
・
夜
間
開
館
に
つ
い
て 

は
、
掲
示
板
等
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
開
催
展
】 

 
 

秋
冬
展
「
小
笠
原
の
鳥
」 

 
 

小
友
浦
船
「
中
吉
丸
」
漂
着
１
７
０
周
年
特
別
展 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
12
月
24
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

●
当
日
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（予
約
が
必
要
で
す
）
。 

次
回
は
、
３
月
の
予
定
で
す
。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
11
日
（土
）午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
12
日
（日
）午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
村
役
場
村
民
相
談
室 
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【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

※
土
、
日
、
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を 

 
除
く 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会
職
員
募
集 

 

【
職
種
】
事
務
局
職
員 

【
業
務
内
容
】 

 
 

観
光
案
内
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

制
作
、
会
計
業
務
な
ど
。 

【
募
集
人
数
】
１
名 

【
応
募
資
格
】 

 
 

専
門
学
校
お
よ
び
短
大
・
大
学
卒
業
以
上
、
普

通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
者
、
英
語
が
で
き
る 

方
、
Ｐ
Ｃ
に
詳
し
い
方
優
遇 

【
採
用
予
定
日
】
平
成
23
年
４
月
１
日 

【
勤
務
場
所
】
小
笠
原
村
観
光
協
会 

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
15
分 

【
待
遇
】
小
笠
原
村
観
光
協
会
規
程
に
よ
る 

【
応
募
方
法
】
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

①
履
歴
書
（顔
写
真
貼
付
） 

 

②
職
務
経
歴
書 

 
 

（書
式
自
由
・
仕
事
内
容
を
具
体
的
に
記
載
） 

 

③
志
望
動
機
（８
０
０
字
程
度
） 

テ
ー
マ
「
あ
な
た
の
キ
ャ
リ
ア
を
観
光
協
会

の
仕
事
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
」 

【
応
募
締
切
】
12
月
20
日
（月
） 

【
選
考
方
法
】
書
類
選
考
・
面
接
試
験 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会
２
―
２
５
８
７ 

  

年
末
年
始
イ
ベ
ン
ト
ア
ル
バ
イ
ト
募
集 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
大
晦
日
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
元
旦
の
海
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】 

①
12
月
31
日
（金
）
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
ご
ろ 

②
12
月
31
日
（金
） 

午
後
９
時
30
分
〜
翌
午
前
１
時
ご
ろ 

③
１
月
１
日
（土
）
午
前
８
時
〜
午
後
４
時
ご
ろ 

【
募
集
人
数
】
15
名
程
度 

【
仕
事
内
容
】 

ス
テ
ー
ジ
設
営
・
撤
収
、
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営 

他 

【
時
給
】
１
０
０
０
〜
１
５
０
０
円 

【
募
集
締
切
】 

決
定
し
だ
い
、
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き 

ま
す
。 

【
そ
の
他
】 

○
事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。 

○
２
日
間
連
続
し
て
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を

希
望
し
ま
す
が
、
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会
２
―
２
５
８
７ 

 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
（大
村
海
岸
） 

 

商
工
会
青
年
部
で
は
、
美
し
い
小
笠
原
の
自
然
を

維
持
し
て
い
く
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ビ
ー
チ
ク 

リ
ー
ン
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

年
末
年
始
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
く
の
方
が
利
用
す

る
海
岸
を
綺
麗
に
保
ち
、
島
民
も
観
光
客
も
快
適
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
12
月
22
日
（水
）午
前
６
時
〜 

【
集
合
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
車
場 

※
雨
天
の
場
合
は
中
止 

【
持
ち
物
】
お
持
ち
の
方
は
軍
手 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 

２
―
２
６
６
６ 

外
国
語
応
対
研
修
会 

  

お
店
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
の
方
へ
の
応
対 

や
、
お
店
の
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
な
ど
で 

困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

 

こ
の
研
修
会
で
は
、
外
国
人
講
師
と
簡
単
な
英
会

話
に
よ
る
接
客
の
練
習
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
簡
単

に
外
国
語
で
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
が
作
成
で
き
る
「
東

京
都
外
国
語
メ
ニ
ュ
ー
作
成
支
援
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
」

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
実
際
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

て
操
作
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。 

【
主
催
】
東
京
都
産
業
労
働
局
観
光
部 

【
対
象
】
飲
食
業
、
宿
泊
業
の
経
営
者
・
従
業
員 

【
費
用
】
無
料 

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】 

 

①
外
国
人
旅
行
者
向
け
応
対
研
修
（１
時
間
） 

 

②
東
京
都
外
国
語
メ
ニ
ュ
ー
作
成
支
援 

 
 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
活
用
研
修
（２
時
間
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
19
日
（日
） 

 
 
 
 
 
 

 

午
後
０
時
30
分
〜
３
時
30
分 

 

《
会
場
》
母
島
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室 

 

《
定
員
》
10
名 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
20
日
（月
） 

 
 
 
 
 
 

 

午
後
０
時
30
分
〜
３
時
30
分 

 

《
会
場
》
小
笠
原
村
情
報
セ
ン
タ
ー 

 

《
定
員
》
22
名 

※
昼
食
を
お
済
ま
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
複
数

参
加
者
で
使
用
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

（財
）日
本
交
通
公
社
（五
木
田
、
菅
野
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
６
６
８
９
―
４
２
１
４ 

    

                                       

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２２，５７０ (±0) １１，２９０ (±0) 
特 ２ 等 ３３，８５０ (±0) １６，９３０ (±0) 
１ 等 ４５，１４０ (±0) ２２，５７０ (±0) 
特 １ 等 ５２，１９０ (±0) ２６，１００ (±0) 
特 等 ５６，４９０ (±0) ２８，２５０ (±0) 
２等（学割） １８，０６０ (±0)  

２等 
（身体障害者割引） 

１１，２９０ (±0)  ５，６５０ (±0) 
村民割引 
（往復）２等 ３３，８６０ (±0) １６，９４０ (±0) 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １５，２０４ (±0) 

２  等  品 １４，１５４ (±0) 

３  等  品 １３，０２０ (±0) 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，５２３ (±0) 

０．０７５トン以下  １，１３４ (±0) 

 

１２月の燃料油価格変動調整金 
 

 １２月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合
わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ８，５７２ （+508） 

２  等  品 ８，０３６ （+476） 

３  等  品 ７，５０１ （+445） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８５９ （+51） 

０．０７５トン以下 ６４７ （+38） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，１８０ (+400) ２，０９０ (+200) 

１ 等 ８，３５０ (+790) ４，１８０ (+400) 

村民割引 
（往復）２等 ５，４４０ (+520) ２，７２０ (+260) 
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クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：健康診断にむけて、食事は脂身を控えたり、いっぱい仲間と泳いだり、ちょっと 

気をつけていたんですよ～ 
 

保健師：1 年に 1 度は、きちんと健診を受けて健康管理に役立ててくれればと思います。 

    早期発見も大事なことですが、なにより病気にならないように予防が大事です。 

    ぜひ、クジラさんも食事に気を配り、運動を続けてくださいね。 
 

クジラ：いつまでも元気にいられるように、まずは健診を受けて自分の体をチェックしよう！ 

◎小笠原村健康診断がいよいよ始まります！ 

昨年は、約７００名の村民の方が受けられました。今年もたくさんの方に受けていただきたいと思います。 

健康診断では、このような検査を実施します。忘れずに受けましょう！予約を忘れた方は、福祉係・母島支所にご

相談ください。 

肺 

心臓 

肺 

肝臓 

腎臓 胃 

腸 

子宮 

膀胱 

目・耳 

心臓・血管 

胃・十二指腸 

胸部（肺） 

肝臓・胆道・すい臓 

大腸・直腸 

乳房・子宮 

身体測定 

血液 

代謝・内分泌 

腎臓・尿路系 

○視力 
○聴力など 

○血圧測定 

○総コレステロール 

○HDL コレステロール 

○LDL コレステロール 

○中性脂肪 

○心電図 

○心音聴取など 

○胸部エックス線検査 

（肺がん検診） 

○喀痰検査（肺がん検診） 

○肺音聴取 

○胃カメラ検査（胃がん検診） 

○GOT（AST）  

○GPT（ALT） 

○γ―GTP 

○肝炎検査（４０歳の方）など 

○便潜血反応 

（大腸がん検診→今年度は終了） 

○尿たんぱく 

○尿潜血 

○クレアチニン 

○尿酸など 

○乳がん検査（乳がん検診） 

○子宮頸がん検査 

（子宮がん検診） 

○身体測定 
（身長、体重、BMI、腹囲）など

○赤血球   

○白血球 

○ヘモグロビン（血色素） 

○ヘマトクリットなど 

○尿糖 

○HbA1c 

（グリコヘモグロビン） 

 

※加入されている各保険組合に

よって検査内容が異なる場合が

あります。 

特定健診におけるメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の診断基準 

腹囲に加え、①～③のいずれかの状態が２つ以上あるとメタボリックシン

ドロームです。 

 

腹囲（おへそ周り）
 

男性 85 ㎝以上 
 

女性 90 ㎝以上 

①血糖 空腹時血糖 100mg/㎗以上  

または HbA1c 5.2％以上 
 

②脂質 中性脂肪 150 mg/㎗以上 または 

    HDL コレステロール 40 mg/㎗未満 
 

③血圧 収縮期 130mｍHg 以上 または 

    拡張期 85ｍｍHg 以上 

 

膵臓 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 １３０ 号   ― 
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母
島
診
療
所
の
休
診 

  

母
島
診
療
所
は
、
小
笠
原
村
健
康
診
断
実
施
日
に

あ
た
る
、
次
の
日
を
休
診
と
い
た
し
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
救
急
患
者
が
発
生
し
た
場
合
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
１
１
９
番
へ
お
電
話
下
さ
い
。 

【
休
診
日
】
12
月
６
日
（月
） 

【
休
診
科
目
】
医
科
、
歯
科 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

専
門
診
療 

 

◎
小
児
科 

 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
18
日
（土
） 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

《
受
付
時
間
》
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

 
 
 
 
 
 
 
 

（午
後
２
時
か
ら
診
察
開
始
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
20
日
（月
） 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

《
受
付
時
間
》
午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分 

 
 
 
 
 
 
 
 

（午
前
10
時
か
ら
診
察
開
始
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

子
ど
も
の
応
急
対
応 

 

〜
こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
？
〜 

  

子
ど
も
の
急
な
発
熱
、
腹
痛
、
怪
我
な
ど
に
慌
て

た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

小
児
科
医
を
講
師
に

招
き
、
学
ぶ
会
を
開
催
致
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
子

ど
も
の
病
気
や
怪
我
の
対
応
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び

ま
し
ょ
う
。 

【
対
象
者
】
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
18
日
（土
）午
後
７
時
〜
８
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
20
日
（月
）午
後
７
時
〜
８
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
講
師
】
三
川 

武
志
先
生 

 
 
 
 
 

（昭
和
大
学
病
院 

小
児
科
医
） 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 
今
月
は
小
児
科
医
が
診
察
し
ま
す
。 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方 

は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

 
 
 
 
 

1
歳
６
か
月
、 

 
 
 
 
 

２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）
、 

 
 
 
 
 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
19
日
（日
） 

 
 
 
 
 
 
 

午
前
９
時
〜
10
時
30
分 

 
 
 
 
 
 
 

午
後
２
時
〜
３
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
20
日
（月
） 

 
 
 
 
 
 
 

午
後
２
時
〜
４
時
30
分 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】 

 

○
12
月
13
日
（月
）午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

 
 

《内
容
》ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

 
 

《場
所
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口 

 
 

《持
ち
物
》歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

○
12
月
22
日
（水
）午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

 
 

《内
容
》ス
ト
レ
ッ
チ
、
セ
ラ
バ
ン
ド
体
操 

 
 

《場
所
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室 

 
 

《持
ち
物
》上
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

育
児
学
級 

 

◎
歯
の
お
話
の
会
（母
島
）

 
  

お
子
さ
ま
の
歯
磨
き
で
お
困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
と
一
緒
に
歯
の

健
康
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。 

【
対
象
者
】 

 
 

１
歳
以
上
２
歳
未
満
の
お
子
様
と
保
護
者
（対

象
者
に
は
事
前
に
個
別
通
知
を
行
っ
て
お
り
ま 

す
。
対
象
者
以
外
で
参
加
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
） 

【
日
時
】
12
月
２
日
（木
）午
前
10
時
〜
11
時 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

【
持
ち
物
】
普
段
お
使
い
の
歯
ブ
ラ
シ 

 
◎
お
や
つ
の
会
（父
島
）

 
  

栄
養
士
と
お
や
つ
を
通
し
て
お
子
様
の
食
事
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
に
電
話
で
の
予
約

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
離
乳
食
を
完
了
し
た
２
歳
ま
で
の
お
子 

様
と
保
護
者 

【
日
時
】
12
月
６
日
（月
） 

 
 
 
 
 

 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

※
定
員
は
６
組
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

    

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
世
界
自
然
遺
産
住
民
説
明
会
に
つ
い
て 

  

小
笠
原
諸
島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
つ
い
て 

は
、
来
年
６
月
に
バ
ー
レ
ー
ン
で
世
界
自
然
遺
産
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
登
録
の
可
否
が
決
定
さ
れ
ま
す

が
、
世
界
自
然
遺
産
の
概
要
や
遺
産
登
録
に
向
け
た

現
在
の
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》 

 
 

○
12
月
15
日
（水
） 

 
 
 

①
午
後
２
時
〜 

 
 
 

②
午
後
７
時
〜 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室 

 
 

○
12
月
19
日
（日
） 

 
 
 

③
午
後
２
時
〜 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》 

 
 

○
12
月
16
日
（木
） 

 
 
 

①
午
後
２
時
〜 

 
 
 

②
午
後
７
時
〜 

 

《
場
所
》
村
民
会
館
体
育
室 

※
各
回
と
も
同
じ
説
明
内
容
で
実
施
予
定
で
す
。 

 

◎
東
京
都
獣
医
師
会
の
懇
談
会
の
資
料
配
布 

  

去
る
11
月
15
日
に
母
島
支
所
、
19
日
に
父
島
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
東
京
都
獣
医
師
会
の
獣
医
師
さ

ん
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
二
人
の
獣
医
師
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さ
ん
か
ら
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
犬
や

猫
の
飼
い
主
さ
ん
か
ら
大
好
評
で
し
た
。 

 

村
役
場
で
は
、
当
日
残
念
な
が
ら
来
ら
れ
な
か
っ

た
方
々
の
た
め
に
懇
談
会
の
資
料
や
、
追
加
資
料
な

ど
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
方
は
村
役
場
企
画

政
策
室
又
は
、
母
島
支
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
配
布
資
料
】 

 

○
「
犬
の
し
つ
け
に
つ
い
て
」 

 
 
 

青
木
犬
猫
病
院 

青
木
貢
一
先
生 

犬
の
し
つ
け
方
法
が
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
あ
る
資
料
で
す
。 

 

○
「
猫
の
栄
養
学
と
健
康
管
理
」 

 
 
 

中
川
動
物
病
院 

中
川
清
志
先
生 

猫
に
と
っ
て
の
食
事
管
理
や
健
康
管
理
の

方
法
に
関
す
る
資
料
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
自
主
ル
ー
ル
の
遵
守
に
つ
い
て 

  

野
生
下
の
鯨
類
を
観
察
す
る
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
が
、
小
笠
原
で
始
ま
っ
て
か
ら
20
年
以
上
が
経

過
し
ま
し
た
。
こ
こ
小
笠
原
は
、
日
本
に
お
け
る
ホ

エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
発
祥
の
地
で
あ
り
、
世
界
に

誇
れ
る
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
鯨
類
に
は
、
そ
こ

に
く
る
理
由
が
あ
っ
て
、
私
た
ち
の
生
活
し
て
い
る

場
所
の
す
ぐ
側
に
そ
の
姿
を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
が
鯨
類
に
接
近
し
て
観
察
す

る
場
合
に
は
注
意
す
べ
き
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

鯨
類
の
自
然
な
行
動
を
妨
げ
な
い
こ
と
、
も
う
一
つ

は
鯨
類
の
生
息
環
境
を
守
る
こ
と
で
す
。
一
部
の
種

や
地
域
で
は
過
度
な
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
活
動
に
よ
っ 

て
、
行
動
や
繁
殖
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
小
笠
原
で

は
、
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
た
め
の
自
主
ル
ー
ル
が

存
在
し
、
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
類
全
種
と
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ

に
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

①
鯨
か
ら
３
０
０
ｍ
以
内
は
減
速
水
域
と
す
る
。 

②
鯨
か
ら
１
０
０
ｍ
以
内
を
侵
入
禁
止
水
域
と
す

る
。
（
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
に
つ
い
て
は
50
ｍ
） 

③
鯨
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
す
る
。 

 

 

世
界
の
ル
ー
ル
を
み
て
も
鯨
類
と
の
接
近
時
の
距

離
や
接
近
方
法
な
ど
が
そ
の
規
定
項
目
と
な
っ
て
い

ま
す
。
過
度
な
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
は
鯨
類
に
影
響
を
与

え
る
だ
け
で
な
く
、
逆
に
観
察
者
が
事
故
に
あ
う
危

険
性
も
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

は
鯨
類
だ
け
で
な
く
、
自
分
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
12
月
に
入
り
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
や
っ

て
く
る
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

を
安
全
に
、
そ
し
て
安
心
し
て
楽
し
む
た
め
に 

 
も
、
今
後
と
も
自
主
ル
ー
ル
の
遵
守
に
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
船
舶
で
航
行
す
る
際

に
は
、
鯨
類
の
噴
気
に
注
意
す
る
だ
け
で
な
く
、
航

行
速
度
な
ど
に
も
注
意
し
、
衝
突
な
ど
が
起
き
な
い

よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。 

 

◎
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
新
規
認
定
講
習
会 

 【
日
時
】
12
月
17
日
（金
）午
後
６
時
〜
９
時 

【
場
所
】
Ｂ
―
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

【
講
習
内
容
】 

○
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学 

○
小
笠
原
の
基
礎
鯨
類
学 

【
対
象
者
】
15
歳
以
上 

（
ガ
イ
ド
経
験
不
問
、
ク
ジ
ラ
と
ガ
イ
ド
の
勉

強
を
し
た
い
方
） 

※
要
予
約
で
す
。
詳
細
は
村
内
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー

を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
115 

 

―
飼
育
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
暮
ら
し
― 

  

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
２
７
７
頭
の

ウ
ミ
ガ
メ
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
飼
育
さ
れ
て
い
る

理
由
は
様
々
で
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
２
０
１
０

年
産
ま
れ
で
短
期
育
成
放
流
事
業
の
た
め
に
飼
育
さ

れ
て
い
る
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
で
す
。 

 

今
回
は
、
水
槽
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
ウ
ミ
ガ
メ
が

日
々
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
か
を
、
２

０
１
０
年
産
ま
れ
の
子
ガ
メ
に
焦
点
を
当
て
て
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

朝
、
日
の
出
と
と
も
に
子
ガ
メ
達
は
目
覚
め
ま
す
。

我
々
が
水
槽
業
務
を
開
始
す
る
午
前
８
時
に
は
、
ほ

と
ん
ど
の
子
ガ
メ
が
腹
を
空
か
せ
て
待
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
午
前
８
時
半
ご
ろ
に
朝
食
を
済
ま
せ
た
子

ガ
メ
達
は
、
食
後
の
休
憩
を
と
る
間
も
な
く
水
槽
掃

除
の
た
め
に
て
ん
や
わ
ん
や
の
騒
ぎ
に
巻
き
込
ま
れ

ま
す
。 

 

水
槽
掃
除
が
ひ
と
段
落
つ
い
た
午
前
11
時
頃
、
綺

麗
に
な
っ
た
水
槽
で
２
回
目
の
ご
飯
を
食
べ
ま
す
。 

 

食
欲
を
満
た
し
た
子
ガ
メ
達
は
、
食
後
の
休
憩
を

し
ま
す
。
あ
る
程
度
の
年
齢
以
上
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ

は
、
水
槽
の
底
で
休
憩
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す 

が
、
子
ど
も
の
時
期
は
水
面
に
浮
か
ん
で
、
前
肢
を

揃
え
て
甲
羅
の
上
に
乗
せ
て
休
み
ま
す
。
ま
た
こ
の

時
に
あ
く
び
を
し
て
い
る
子
ガ
メ
も
し
ば
し
ば
見
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
お
な
ら
を
す
る
光
景
も
稀
に
で
す

が
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
午
後
１
時
半
に
３
回
目
の

食
事
を
し
ま
す
。
本
当
に
こ
の
時
期
の
子
ガ
メ
は
大

食
漢
で
す
。
食
事
の
後
も
、
大
体
み
な
水
に
浮
か
ん

だ
り
、
浮
き
ロ
ー
プ
に
し
が
み
つ
い
た
り
、
排
水
溝

の
隙
間
に
挟
ま
っ
た
り
し
て
休
み
ま
す
。
ち
な
み
に

子
ガ
メ
は
隙
間
が
好
き
な
よ
う
で
、
水
槽
内
に
故
意

に
隙
間
を
作
っ
て
や
る
と
、
み
な
挟
ま
る
た
め
に
集

ま
っ
て
き
ま
す
。 

 

そ
し
て
午
後
４
時
頃
に
夕
食
を
食
べ
ま
す
。
こ
の

時
間
帯
が
１
日
の
う
ち
最
も
食
欲
が
旺
盛
で
、
２
０

１
０
年
産
ま
れ
の
子
ガ
メ
全
体
で
お
よ
そ
１
ｋｇ
も

の
餌
を
平
ら
げ
ま
す
。 

 

や
が
て
日
没
を
迎
え
る
と
、
子
ガ
メ
達
は
眠
り
に

つ
き
ま
す
。
水
流
が
緩
や
か
な
場
所
で
、
寄
り
添
う

よ
う
に
浮
き
な
が
ら
集
ま
っ
て
眠
り
ま
す
。 

 

見
学
に
来
ら
れ
る
場
合
、
餌
や
り
の
時
間
に
来
て

い
た
だ
い
て
も
十
分
に
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す 

 

が
、
一
度
、
く
つ
ろ
い
で
い
る
様
子
の
ウ
ミ
ガ
メ
を

じ
っ
く
り
と
ご
覧
に
な
っ
て
み
る
の
も
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。 

                       

●
問
合
せ
先
・
連
絡
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 
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手をたたむ子ガメ ロープにつかまる子ガメ 



出
港

日
粗

大
ゴ

ミ
の

日
（

母
島

）

世
界

自
然

遺
産

住
民

説
明

会
（

母
島

）

医
療

助
成

（
　

）
の

医
療

証
の

更
新

申
込

締
切

施
　

設

定
期

予
防

接
種

森
林

生
態

系
保

護
地

域
へ

の
入

林
受

付
お

よ
び

簡
易

講
習

 月
　

日

父
島

ノ
ヤ

ギ
駆

除
父

島
に

お
け

る
ノ

ヤ
ギ

駆
除

説
明

会
1

2
/
2

7
（

月
）

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

休
平

常
ど

お
り

育
児

学
級

歯
の

お
話

の
会

（
母

島
）

Ｏ
Ｗ

Ａ
ホ

エ
ー

ル
ウ

ォ
ッ

チ
ン

グ
イ

ン
タ

ー
プ

リ
タ

ー
新

規
認

定
講

習
会

2
8

（
火

）
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
ビ

ン
・

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

平
常

ど
お

り

入
港

日
2

9
（

水
）

休
休

休
館

日
休

休
飲

料
缶

平
常

ど
お

り

小
児

科
専

門
診

療
（

父
島

）
3

0
（

木
）

休
休

休
館

日
午

後
１

時
～

６
時

休
金

属
休

テ
レ

ビ
放

送
説

明
会

の
開

催
（

父
島

）
3

1
（

金
）

休
休

休
館

日
午

後
１

時
～

６
時

休
休

休

寄
席

芸
能

小
笠

原
公

演
（

母
島

）
１

/
 １

（
土

）
休

休
休

館
日

休
休

休
休

入
港

日
子

ど
も

の
応

急
対

応
（

父
島

）
２

（
日

）
休

休
休

館
日

休
休

休
休

年
末

年
始

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

開
始

（
～

1
/
1

6
）

高
校

図
書

館
開

放
３

（
月

）
休

休
休

館
日

休
休

休
休

乳
幼

児
健

診
・

歯
科

健
診

（
父

島
）

４
（

火
）

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

ビ
ン

・
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
平

常
ど

お
り

小
笠

原
村

健
康

診
断

（
～

６
母

島
）

世
界

自
然

遺
産

住
民

説
明

会
（

父
島

）
５

（
水

）
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
飲

料
缶

平
常

ど
お

り

高
校

図
書

館
開

放
外

国
語

応
対

研
修

会
（

母
島

）
※

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

へ
ご

み
を

持
ち

込
む

方
は

、
事

前
に

建
設

水
道

課
（

２
―

３
１

１
５

）
へ

の
申

請
が

必
要

で
す

。

母
島

巡
回

労
働

相
談

　
年

内
に

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

へ
の

持
ち

込
み

を
希

望
さ

れ
る

方
は

、
１

２
月

２
８

日
（

火
）

ま
で

に
お

申
し

込
み

く
だ

さ
い

。

母
島

診
療

所
休

診
日

乳
幼

児
健

診
・

歯
科

健
診

（
母

島
）

※
ご

み
の

回
収

は
、

１
月

５
日

（
水

）
か

ら
平

常
ど

お
り

と
な

り
ま

す
。

小
笠

原
ロ

ー
ド

レ
ー

ス
大

会
申

込
開

始
小

児
科

専
門

診
療

（
母

島
）

育
児

学
級

お
や

つ
の

会
（

父
島

）
テ

レ
ビ

放
送

説
明

会
の

開
催

（
母

島
）

テ
レ

ビ
放

送
の

一
時

休
止

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
サ

ー
ビ

ス
お

よ
び

テ
レ

ビ
放

送
の

一
時

休
止

施
　

設
路

線

出
港

日
寄

席
芸

能
小

笠
原

公
演

（
父

島
）

 月
　

日
 月

日

子
ど

も
の

応
急

対
応

（
母

島
）

1
2

/
2

7
（

月
）

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

1
2

/
2

7
（

月
）

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

小
笠

原
村

観
光

協
会

職
員

募
集

締
切

2
8

（
火

）
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
2

8
（

火
）

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

小
笠

原
村

健
康

診
断

（
～

1
2

父
島

）
外

国
語

応
対

研
修

会
（

父
島

）
2

9
（

水
）

休
休

休
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
2

9
（

水
）

休
日

ダ
イ

ヤ
休

日
ダ

イ
ヤ

村
民

意
見

・
提

案
・

相
談

受
付

出
港

日
3

0
（

木
）

休
休

休
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
3

0
（

木
）

休
日

ダ
イ

ヤ
休

日
ダ

イ
ヤ

粗
大

ご
み

回
収

日
（

父
島

）
3

1
（

金
）

休
休

休
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
3

1
（

金
）

臨
時

ダ
イ

ヤ
臨

時
ダ

イ
ヤ

南
島

の
自

然
環

境
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
会

ヘ
ル

ス
ア

ッ
プ

教
室

（
父

島
）

１
/
 １

（
土

）
休

休
休

休
休

１
/
 １

（
土

）
臨

時
ダ

イ
ヤ

臨
時

ダ
イ

ヤ

父
島

ノ
ヤ

ギ
駆

除
ビ

ー
チ

ク
リ

ー
ン

（
大

村
海

岸
）

２
（

日
）

休
休

休
休

休
２

（
日

）
臨

時
ダ

イ
ヤ

臨
時

ダ
イ

ヤ

３
（

月
）

休
休

休
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
３

（
月

）
休

日
ダ

イ
ヤ

休
日

ダ
イ

ヤ

４
（

火
）

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

４
（

火
）

平
常

ど
お

り
平

常
ど

お
り

年
末

年
始

特
別

警
戒

お
よ

び
安

全
指

導
開

始
（

～
1

/
1

0
）

入
港

日

電
話

に
よ

る
無

料
法

律
相

談

入
港

日
　

年
末

年
始

の
村

役
場

・
村

営
施

設
等

の
業

務
は

上
記

一
覧

表
の

と
お

り
と

な
り

ま
す

。

東
京

三
弁

護
士

会
に

よ
る

法
律

相
談

（
母

島
）
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お
、

診
療

所
で

の
急

患
対

応
は

、
年

末
年

始
を

問
わ

ず
１

１
９

番
で

取
り

扱
い

ま
す
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高
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図
書

館
開

放
　

村
民

の
皆

様
に
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迷
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を
お
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け
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島
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界
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ダ
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付
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場
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タ

ー
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却

ご
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収
  

  
集

資
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収
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コ

ン
テ

ナ
）
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ー
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常
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り
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常
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り
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常
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お

り
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域
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収

休 休 休 休
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域
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収
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常
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お

り
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島
村
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常
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お

り

※
利

用
申

し
込
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1
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月
2

8
日

ま
で
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常
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お

り

※
利

用
申

し
込

み
は

1
2

月
2

8
日

ま
で

1
2

月
3

1
日

（
金

）
～

1
月

2
日

（
日

）
の

ダ
イ

ヤ
は

、
各

停
留

所
に

年
末

に
掲

示
い

た
し

ま
す

。
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村
営

バ
ス

営
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